




























社製の統合開発環境である Visual Studio 内の、Visual 
Basic.NET を使用した。ガンマ乱数発生のアルゴリズム
は現在までに考案されているもののうち、ガンマ分布
G(α, β)のα(形状母数)の値が 0<α≦1 のときに Best の
方法 1)、1<αのときに Cheng の方法 2)を用いた。β(尺度
母数)は確率変数 X が G(α, 1)に従うとき、確率変数 Y=














時間は、1.378 秒、Rの所要時間は 0.212 秒であった。 
α=2、乱数 100000 個の設定で乱数を発生させた場合、本
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